
IPv4 GRE トンネルを介する IPv6

GREトンネルは、2つのポイント間のリンクであり、リンクごとに個別のトンネルがあります。
これらのトンネルは、特定のパッセンジャまたはトランスポートプロトコルに結合されていま

せんが、この場合、GREを使用するパッセンジャプロトコルとして IPv6を伝送し、トランス
ポートプロトコルとして IPv4または IPv6を伝送します。
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の注意事項と機能情報については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースのバグ検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE
Release 3S（ASR 1000）
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IPv4 GRE トンネルを介する IPv6 に関する情報

オーバーレイトンネル for IPv6
オーバーレイトンネリングでは、IPv4パケット内で IPv6パケットをカプセル化して、IPv4イン
フラストラクチャ（コアネットワークまたは以下の図）へ伝送しますオーバーレイトンネルを

使用することで、孤立した IPv6ネットワークと通信できます。このとき、孤立した複数の IPv6
ネットワーク間にある IPv4インフラストラクチャをアップグレードする必要はありません。オー
バーレイトンネルは、境界デバイス間、または境界デバイスとホスト間に設定できますが、両方

のエンドポイントが IPv4プロトコルスタックと IPv6プロトコルスタックの両方をサポートして
いる必要があります。 IPv6では、次のタイプのオーバーレイトンネリングメカニズムをサポー
トしています。

•手動

•総称ルーティングカプセル化（GRE）

• IPv4互換

• 6to4

• Intrasite Automatic Tunnel Addressing Protocol（ISATAP）

図 1：オーバーレイトンネル

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS
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オーバーレイトンネルにより、インターフェイスの最大伝送単位（MTU）が 20オクテット減
少します（ただし、基本 IPv4パケットヘッダーにオプションフィールドが含まれていないこ
とを前提とします）。オーバーレイトンネルを使用するネットワークは、トラブルシューティ

ングが困難です。したがって、独立した IPv6ネットワークに接続するオーバーレイトンネル
は、最終的な IPv6ネットワークアーキテクチャと見なしてはいけません。オーバーレイトン
ネルの使用は、IPv4と IPv6の両方のプロトコルスタック、または IPv6プロトコルスタック
だけをサポートするネットワークへの移行方法と見なす必要があります。

（注）

以下の表は、IPv4ネットワーク上での IPv6パケットの伝送にどのトンネルタイプを設定すれば
よいかを決定する場合に役立ちます。

表 1：IPv4 ネットワーク上で IPv6 パケットを伝送するトンネルタイプの推奨される使用方法

使用方法推奨される使用方法トンネリングタイプ

IPv6パケットだけを伝送できま
す。

サイト内またはサイト間で使用

可能な、単純なポイントツーポ

イントトンネル

手動

IPv6、コネクションレス型ネッ
トワークサービス（CLNS）、
およびその他の多数のタイプの

パケットを伝送できます。

サイト内またはサイト間で使用

可能な、単純なポイントツーポ

イントトンネル

GREおよび IPv4互換

::/96プレフィックスを使用しま
す。このトンネルタイプの使

用は推奨しません。

ポイントツーマルチポイント

トンネル

IPv4-互換機

サイトでは、2002::/16プレ
フィックスからのアドレスを使

用します。

独立した IPv6サイトへの接続
に使用可能なポイントツーマル

チポイントトンネル

6to4

プレフィックスは、SP自身の
アドレスブロックから割り当

てることができます。

IPv6サービスは、IPv4に IPv6
のカプセル化を使用することで

IPv4ネットワーク上のユーザに
提供されます。

6RD

サイトでは、任意の IPv6ユニ
キャストアドレスを使用でき

ます。

サイト内のシステムへの接続に

使用可能なポイントツーマルチ

ポイントトンネル

ISATAP

個々のトンネルタイプについて、このマニュアルで詳しく説明しています。実装する特定のトン

ネルタイプに関する情報を確認および理解することを推奨します。必要なトンネルタイプに精
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通している場合は、以下の表で、有用と思われるトンネル設定パラメータの概要を参照してくだ

さい。

表 2：トンネリングタイプ別のトンネル設定パラメータ

トンネル設定パラ

メータ

トンネリングタイ

プ

インターフェイス

プレフィックスま

たはアドレス

トンネルの宛先トンネルの送信元トンネルモード

IPv6アドレス。IPv4アドレス。IPv4アドレス、ま
たは IPv4が設定
されたインター

フェイスへの参

照。

ipv6ip手動

IPv6アドレス。IPv4アドレス。gre ipGRE/IPv4

不要。インター

フェイスアドレス

は、::tunnel-source/96
として生成されま

す。

不要。これらはす

べて、ポイント

ツーマルチポイン

トのトンネリング

タイプです。 IPv4
宛先アドレスは、

パケット単位で、

IPv6宛先から計算
されます。

ipv6ip auto-tunnelIPv4-互換機

IPv6アドレス。
プレフィックス

は、トンネル送信

元の IPv4アドレ
スを埋め込む必要

があります。

ipv6ip 6to46to4

IPv6アドレス。ipv6ip 6rd6RD

変更された eui-64
形式での IPv6プ
レフィックス。

IPv6アドレスは、
プレフィックスお

よびトンネル送信

元 IPv4アドレス
から生成されま

す。

ipv6ip isatapISATAP
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IPv6 トラフィック用の GRE IPv4 トンネルサポート
IPv6トラフィックは、標準的なポイントツーポイントのカプセル化スキームの実装にサービスを
提供するように設計されている標準 GREトンネリング技術を使用して、IPv4 GREトンネルを介
して伝送できます。 GREトンネルは、手動で設定された IPv6トンネルと同様、リンクごとに個
別のトンネルが設定された 2つのポイント間のリンクです。これらのトンネルは、特定のパッセ
ンジャまたはトランスポートプロトコルに結合されていませんが、この場合、GREを使用する
パッセンジャプロトコルとして IPv6を伝送し、トランスポートプロトコルとして IPv4または
IPv6を伝送します。

GREトンネルは、2つのエッジデバイス間またはエッジデバイスとエンドシステム間に定期的
でセキュアな通信を必要とする安定した接続のために主に使用されます。エッジデバイスとエン

ドシステムは、デュアルスタック実装である必要があります。

IPv4 GRE トンネルを介した IPv6 の実装方法

GRE/IPv6 トンネルの設定
GREトンネルは、IPv6ネットワーク層を介して送出し、IPv6トンネルで IPv4パケットと IPv6パ
ケットを転送するように設定できます。

はじめる前に

GREIPv6トンネルが設定されている場合、IPv6アドレスは、トンネル送信元およびトンネル宛先
に割り当てられます。トンネルインターフェイスは、割り当て済みの IPv4アドレスまたは IPv6
アドレスを持つことができます（ここでは説明していません）。設定されたトンネルの両端にあ

るホストまたはデバイスは、IPv4プロトコルスタックと IPv6プロトコルスタックの両方をサポー
トしている必要があります。

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface tunnel tunnel-number
4. 次のいずれかのコマンドを入力します。

• ipv6 address {ipv6-address/prefix-length | prefix-name sub-bits/prefix-length}

• ipv6 address ipv6-prefix/prefix-length [eui-64]

5. tunnel source {ip-address | ipv6-address | interface-type interface-number}
6. tunnel destination {hostname | ip-address | ipv6-address}
7. tunnel mode {aurp | cayman | dvmrp | eon | gre | gre multipoint | gre ipv6 | ipip [decapsulate-any] |

iptalk | ipv6 | mpls | nos}
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

トンネルインターフェイスおよび番号を指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interface tunnel tunnel-number

例：

Device(config)# interface tunnel 0

ステップ 3   

インターフェイスに割り当てられている IPv6ネットワー
クを指定し、インターフェイスで IPv6処理をイネーブル
にします。

次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 4   

• ipv6 address {ipv6-address/prefix-length |
prefix-name sub-bits/prefix-length}

• eui-64キーワードを指定すると、ソフトウェアは、
インターフェイスの IPv6アドレスを設定し、アド

• ipv6 address ipv6-prefix/prefix-length
[eui-64]

レスの下位 64ビットの EUI-64インターフェイス

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device(config-if)# ipv6 address
3ffe:b00:c18:1::3/127

IDを使用してインターフェイスで IPv6処理を有効
にします。

送信元 IPv4アドレス、IPv6アドレスまたは送信元イン
ターフェイスタイプおよびトンネルインターフェイス

の番号を指定します。

tunnel source {ip-address | ipv6-address |
interface-type interface-number}

例：

Device(config-if)# tunnel source
gigabitethernet 0/0/0

ステップ 5   

•インターフェイスが指定されている場合、そのイン
ターフェイスは IPv4アドレスを使用して設定され
ている必要があります。

トンネルインターフェイスの宛先 IPv4アドレス、IPv6
アドレスまたはホスト名を指定します。

tunnel destination {hostname | ip-address |
ipv6-address}

例：

Device(config-if)# tunnel destination
2001:DB8:1111:2222::1/64

ステップ 6   

GRE IPv6トンネルを指定します。tunnel mode {aurp | cayman | dvmrp | eon | gre
| gre multipoint | gre ipv6 | ipip
[decapsulate-any] | iptalk | ipv6 | mpls | nos}

ステップ 7   

tunnel mode gre ipv6コマンドでは、GREをト
ンネルのカプセル化プロトコルとして指定し

ます。

（注）

例：

Device(config-if)# tunnel mode gre ipv6

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 8   

IPv4 GRE トンネルを介した IPv6 の設定例

IS-IS および IPv6 トラフィックを実行する GRE トンネルの例
次に、ルータ Aとルータ Bとの間で IS-ISおよび IPv6トラフィックをともに送出する GREトン
ネルを設定する例を示します。

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE
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ルータ A の設定

ipv6 unicast-routing
clns routing
!
interface tunnel 0
no ip address
ipv6 address 3ffe:b00:c18:1::3/127
ipv6 router isis
tunnel source GigabitEthernet 0/0/0
tunnel destination 2001:DB8:1111:2222::1/64
tunnel mode gre ipv6
!
interface GigabitEthernet0/0/0
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
!
router isis
net 49.0000.0000.000a.00

ルータ B の設定

ipv6 unicast-routing
clns routing
!
interface tunnel 0
no ip address
ipv6 address 3ffe:b00:c18:1::2/127
ipv6 router isis
tunnel source GigabitEthernet 0/0/0
tunnel destination 2001:DB8:1111:2222::2/64
tunnel mode gre ipv6
!
interface GigabitEthernet0/0/0
ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
!
router isis
net 49.0000.0000.000b.00
address-family ipv6
redistribute static
exit-address-family

例：IPv6 トンネルのトンネル宛先アドレス

Router(config
)
#
interface Tunnel0
Router(config
-if)
#
ipv6 address 2001:1:1::1/48
Router(config
-if)
#
tunnel source GigabitEthernet 0/0/0
Router(config
-if)
#
tunnel destination 10.0.0.2
Router(config
-if)
#
tunnel mode gre ipv6
Router(config
-if)

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS
XE Release 3S（ASR 1000）
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#
exit
!
Router(config
)
#
interface GigabitEthernet0/0/0
Router(config
-if)
#
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
Router(config
-if)
#
exit
!
Router(config
)
#
ipv6 unicast-routing
Router(config
)
#
router isis

Router(config
)
#
net 49.0000.0000.000a.00

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『IPv6 RFCs』IPv6に関する RFC

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE
Release 3S（ASR 1000）
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipv6/command/ipv6-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipv6/command/ipv6-cr-book.html
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping


MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv4 GRE トンネルを介する IPv6 の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

インターフェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS
XE Release 3S（ASR 1000）
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表 3：IPv4 GRE トンネルを介する IPv6 の機能情報

機能情報リリース機能名

GREトンネルは、2つのポイン
ト間のリンクであり、リンクご

とに個別のトンネルがありま

す。これらのトンネルは、特

定のパッセンジャまたはトラン

スポートプロトコルに結合さ

れていませんが、この場合、

GREを使用するパッセンジャ
プロトコルとして IPv6を伝送
し、トランスポートプロトコ

ルとして IPv4または IPv6を伝
送します。

tunnel destination、tunnelmode
ipv6ip、tunnel sourceの各コマ
ンドが導入または変更されまし

た。

Cisco IOS XE Release 2.1IPv4 GREトンネルを介する
IPv6
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